
コロナ感染以前からの医療崩壊に
警鐘を鳴らしてきたーー

　東京五輪開催の中で、コロナ感染
の「第５波」が拡大しています。
　本田宏医師は「新型コロナ以前か
ら崩壊寸前」だと、日本の医療の根
本的な問題を指摘してきました。
　本田さんのお話を受けて、みんな
で討論しましょう。
　お気軽にご参加ください。

　私たち「コロナ禍における医療介護福祉の安全を考える練馬の会」
は、昨年５月に結成。練馬区に対して介護事業所（訪問・施設）の
新型コロナ対策要望書を提出し、区の高齢施策担当部・介護保険課
との話し合いを２度にわたって行ってきました。介護事業所のアン
ケートなども実施しています。今回の講演会で、取組みの報告をし
ます。医療介護労働者と区民が手をつないで安全を守りましょう。

練馬の医療介護現場における安全の取り組み
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９月都議会に、都立病院の民営化
（独立行政法人化）条例案が出る!?

独法化によって、都立病院は都議会のチェック
もなく都知事ー理事長の独裁体制に?

　小池都知事は、コロナ感染拡大下の昨年３月
に都立８病院・公社６病院を独立行政法人化す
る方針を決定しました。
　そして、この９月には独法化条例案を都議会
に提出・採択しようとしています。
　都立病院は、感染症や災害時救急・周産期医
療など、儲けとは関係なく必要な医療を担って
きました。独法化（民営化）で、今でも危機に瀕
している医療体制が崩壊することは必至です。
　また、菅政権は病床を削減した病院に消費税
を使って補助金を支払うという医療法改悪を成
立させています。
　「命よりもカネ」の新自由主義をこれ以上続
けていいのでしょうか？


